


最
終
頁
の
裁
ち
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と
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意

３
㎜
ず
ら
さ
な
い

高原町消防団・団長

瀬戸山　文男 さん

　
消
防
団
は
、
消
防
署
と
同

様
の
消
防
機
関
で
す
。

　
消
防
署
は
、
常
勤
の
消
防

職
員
に
よ
る
消
防
機
関
で
あ

る
の
に
対
し
、
消
防
団
は
、

普
段
は
様
々
な
仕
事
に
就
い

て
い
る
人
た
ち
が
、
火
災
・

風
水
害
・
震
災
時
に
消
防
団

員
と
な
り
消
防
活
動
を
行
う

非
常
備
の
消
防
機
関
で
す
。

　
本
来
の
仕
事
や
学
業
・
家

事
な
ど
を
し
な
が
ら
、
消
防

団
員
と
し
て
活
動
を
し
ま
す

の
で
、
火
災
や
災
害
が
発
生

し
た
場
合
、
自
宅
や
会
社
な

ど
か
ら
出
動
を
し
て
活
動
を

行
い
ま
す
。

　
高
原
町
消
防
団
は
、
現
在
、
本

部
団
員
、
女
性
部
団
員
、
各
部
団

員
を
合
わ
せ
て
、
１
６
２
名
が
所

属
し
て
い
ま
す
。

　
火
災
時
の
消
火
活
動
や
自
然
災

害
時
の
活
動
な
ど
、
町
民
の
生
命

と
暮
ら
し
を
守
る
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
昨
年
は
、
火
災
出
動
や
行
方
不

明
者
捜
索
、
台
風
14
号
の
影
響
に

よ
る
断
水
や
、
寒
波
に
よ
る
凍
結

の
広
報
活
動
な
ど
、
20
件
の
現
場

に
出
動
し
ま
し
た
。

　
高
原
町
消
防
団
で
は
、
令
和
４

年
に
女
性
部
を
設
け
、
現
在
、
８

名
の
女
性
消
防
団
員
が
活
動
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
火
災
の
消
火
活
動
等
は
行
わ

ず
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
研
修
や
消
防
団
の
出

初
式
、
夏
季
点
検
（
操
法
大
会
）
、

入
退
団
式
な
ど
で
の
ア
ナ
ウ
ン
ス

や
式
典
運
営
補
助
等
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
今
後
の
活
動
と
し
て
は
、
住
宅

用
火
災
警
報
器
の
普
及
促
進
、
一

人
暮
ら
し
の
高
齢
者
宅
の
防
火
訪

問
、
住
民
に
対
す
る
防
災
教
育
及

　
消
防
団
の
役
割
は
、
火
災
対
応

は
も
と
よ
り
、
水
害
や
土
砂
災
害
、

行
方
不
明
者
の
捜
索
と
多
岐
に
わ

た
り
ま
す
。

　
近
年
は
全
国
各
地
で
大
雨
や
台

風
、
地
震
な
ど
の
自
然
災
害
に
よ

る
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
て
お
り
、

消
防
団
は
地
域
防
災
の
要
に
な
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
地
域
防

災
体
制
を
強
化
す
る
た
め
に
は
、

団
員
の
確
保
が
必
須
で
、
今
後
さ

ら
に
地
域
と
の
つ
な
が
り
を
深
め

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
消
防
団
の
現
状
と
し
て
は
、
職

住
分
離
や
少
子
高
齢
化
社
会
の
進

展
等
、
社
会
環
境
の
変
化
に
伴
い
、

全
国
的
に
団
員
数
の
減
少
と
と
も

に
、
本
業
を
持
つ
被
雇
用
者
団
員

の
割
合
が
上
昇
傾
向
に
あ
り
、
平

高原町消防団の組織体制

本　部　　 5名　　消防団の活動を把握し指揮・統制を行う

女性部　　 8名  　防火防災の啓発活動など、後方支援防火運動

中央部　　15名  　上麓区の一部、下麓区を管轄

第１部　　18名　　上麓区の一部、並木区、常盤台区を管轄

第２部　　15名　　花堂区、小塚、中平区の一部を管轄

第３部　　25名　　西広原区、上広原区、下広原区を管轄

第４部　　26名　　上後川内区、下後川内区、川平区を管轄

第５部　　15名　　出口区、鹿児山区を管轄

第６部　　15名  　蒲牟田区を管轄

第７部　　20名　　北狭野区、南狭野区、祓川区、湯之元区、

　　　　　　　　　中平区の一部を管轄

日
昼
間
の
地
域
防
災
力
の
低
下
が

懸
念
さ
れ
て
い
る
状
況
で
す
。
こ

の
こ
と
か
ら
、
団
員
の
確
保
及
び

活
性
化
は
、
重
要
な
課
題
で
あ
り
、

団
員
の
負
担
軽
減
な
ど
様
々
な
施

策
を
積
極
的
に
推
進
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
消
防
団
の
基
本
で
あ
る
規
律
、

訓
練
な
ど
歴
史
と
伝
統
を
守
り
つ

つ
も
、
新
し
い
時
代
に
合
っ
た
消

防
団
づ
く
り
が
必
要
な
時
期
に
き

た
の
だ
と
考
え
ま
す
。

　
既
成
概
念
に
と
ら
わ
れ
ず
、
地

域
の
皆
様
に
愛
さ
れ
る
消
防
団
づ

く
り
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
地
域
防
災
に
お
い
て
最
も
重
要

な
こ
と
は
、
や
は
り
、
町
民
の
皆

様
一
人
ひ
と
り
が
『
自
分
の
身
は
、

自
分
で
守
る
。
』
と
い
う
【
自
助
】

の
意
識
と
、『
自
分
た
ち
の
地
域
は
、

自
分
た
ち
で
守
る
。
』
と
い
う
【
共

助
】
の
意
識
で
す
。

　
我
々
、
消
防
団
も
『
郷
土
愛
護

の
精
神
』
の
も
と
、
団
員
一
丸
と

な
っ
て
邁
進
す
る
所
存
で
あ
り
ま

す
の
で
、
今
後
と
も
ご
支
援
、
ご

協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

び
応
急
手
当
の
普
及
指
導
等
を
検

討
し
て
い
ま
す
。

　
消
防
団
に
お
い
て
、
女
性
部
の

活
動
も
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い

ま
す
。
女
性
消
防
団
員
は
随
時
募

集
し
て
お
り
、
多
く
の
方
に
入
団

い
た
だ
き
、
地
域
の
安
全
な
生
活

の
た
め
に
活
躍
さ
れ
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。

消防団活動
４月　　入退団式

　　　　消防訓練大会

５月　　消防水利調査

　　　　夏季移動消防学校

６月　　町操法講習会

７月　　夏季点検（操法大会）

10月　　女性消防団員消防学校研修

11月　　火災防御訓練

　　　　冬季移動消防学校

　　　　秋の火災予防パレード

１月　　出初式

３月　　春の火災予防パレード

　　　　宮崎県消防大会

■入団条件

・18歳以上の健康な方　

・消防団の区域に居住・勤務・通学している方

■消防団員の処遇

【　報　　　酬　】　年額報酬や出場手当の支給

【 公務災害補償 】　活動中に負傷した場合の補償

【被服等の給貸与】　活動に必要な活動服、制服等の支給

【  退職報償金  】　５年以上消防団活動を行った者

　　　　　　　　　が退団した時に支給

【  表　　　彰  】　功労、功績があった場合に表彰

高
原
町
消
防
団
の
現
状

女
性
消
防
団
員
も
活
躍
中

住民の生命と財産を守る

操法大会の補助を行う女性部団員

高原町消防団の年間取組

高原町消防団では、次のような活動に取り組んでいます。

【お問い合わせ先】　　総務課危機管理係　☎　42‐２１１２　

消防団員募集中

※この他、部長会（定期）や夜警、

警戒などの活動もあります。

消防訓練大会

出初式

入退団式

夏季点検（操法大会）

時
代
の
変
化
に
合
わ
せ
た

　
　
　
　
　
　
　
消
防
団
づ
く
り
を

広報たかはる 2



高原町消防団・団長

瀬戸山　文男 さん

　
消
防
団
は
、
消
防
署
と
同

様
の
消
防
機
関
で
す
。

　
消
防
署
は
、
常
勤
の
消
防

職
員
に
よ
る
消
防
機
関
で
あ

る
の
に
対
し
、
消
防
団
は
、

普
段
は
様
々
な
仕
事
に
就
い

て
い
る
人
た
ち
が
、
火
災
・

風
水
害
・
震
災
時
に
消
防
団

員
と
な
り
消
防
活
動
を
行
う

非
常
備
の
消
防
機
関
で
す
。

　
本
来
の
仕
事
や
学
業
・
家

事
な
ど
を
し
な
が
ら
、
消
防

団
員
と
し
て
活
動
を
し
ま
す

の
で
、
火
災
や
災
害
が
発
生

し
た
場
合
、
自
宅
や
会
社
な

ど
か
ら
出
動
を
し
て
活
動
を

行
い
ま
す
。

　
高
原
町
消
防
団
は
、
現
在
、
本

部
団
員
、
女
性
部
団
員
、
各
部
団

員
を
合
わ
せ
て
、
１
６
２
名
が
所

属
し
て
い
ま
す
。

　
火
災
時
の
消
火
活
動
や
自
然
災

害
時
の
活
動
な
ど
、
町
民
の
生
命

と
暮
ら
し
を
守
る
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
昨
年
は
、
火
災
出
動
や
行
方
不

明
者
捜
索
、
台
風
14
号
の
影
響
に

よ
る
断
水
や
、
寒
波
に
よ
る
凍
結

の
広
報
活
動
な
ど
、
20
件
の
現
場

に
出
動
し
ま
し
た
。

　
高
原
町
消
防
団
で
は
、
令
和
４

年
に
女
性
部
を
設
け
、
現
在
、
８

名
の
女
性
消
防
団
員
が
活
動
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
火
災
の
消
火
活
動
等
は
行
わ

ず
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
研
修
や
消
防
団
の
出

初
式
、
夏
季
点
検
（
操
法
大
会
）
、

入
退
団
式
な
ど
で
の
ア
ナ
ウ
ン
ス

や
式
典
運
営
補
助
等
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
今
後
の
活
動
と
し
て
は
、
住
宅

用
火
災
警
報
器
の
普
及
促
進
、
一

人
暮
ら
し
の
高
齢
者
宅
の
防
火
訪

問
、
住
民
に
対
す
る
防
災
教
育
及

　
消
防
団
の
役
割
は
、
火
災
対
応

は
も
と
よ
り
、
水
害
や
土
砂
災
害
、

行
方
不
明
者
の
捜
索
と
多
岐
に
わ

た
り
ま
す
。

　
近
年
は
全
国
各
地
で
大
雨
や
台

風
、
地
震
な
ど
の
自
然
災
害
に
よ

る
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
て
お
り
、

消
防
団
は
地
域
防
災
の
要
に
な
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
地
域
防

災
体
制
を
強
化
す
る
た
め
に
は
、

団
員
の
確
保
が
必
須
で
、
今
後
さ

ら
に
地
域
と
の
つ
な
が
り
を
深
め

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
消
防
団
の
現
状
と
し
て
は
、
職

住
分
離
や
少
子
高
齢
化
社
会
の
進

展
等
、
社
会
環
境
の
変
化
に
伴
い
、

全
国
的
に
団
員
数
の
減
少
と
と
も

に
、
本
業
を
持
つ
被
雇
用
者
団
員

の
割
合
が
上
昇
傾
向
に
あ
り
、
平

高原町消防団の組織体制

本　部　　 5名　　消防団の活動を把握し指揮・統制を行う

女性部　　 8名  　防火防災の啓発活動など、後方支援防火運動

中央部　　15名  　上麓区の一部、下麓区を管轄

第１部　　18名　　上麓区の一部、並木区、常盤台区を管轄

第２部　　15名　　花堂区、小塚、中平区の一部を管轄

第３部　　25名　　西広原区、上広原区、下広原区を管轄

第４部　　26名　　上後川内区、下後川内区、川平区を管轄

第５部　　15名　　出口区、鹿児山区を管轄

第６部　　15名  　蒲牟田区を管轄

第７部　　20名　　北狭野区、南狭野区、祓川区、湯之元区、

　　　　　　　　　中平区の一部を管轄

日
昼
間
の
地
域
防
災
力
の
低
下
が

懸
念
さ
れ
て
い
る
状
況
で
す
。
こ

の
こ
と
か
ら
、
団
員
の
確
保
及
び

活
性
化
は
、
重
要
な
課
題
で
あ
り
、

団
員
の
負
担
軽
減
な
ど
様
々
な
施

策
を
積
極
的
に
推
進
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
消
防
団
の
基
本
で
あ
る
規
律
、

訓
練
な
ど
歴
史
と
伝
統
を
守
り
つ

つ
も
、
新
し
い
時
代
に
合
っ
た
消

防
団
づ
く
り
が
必
要
な
時
期
に
き

た
の
だ
と
考
え
ま
す
。

　
既
成
概
念
に
と
ら
わ
れ
ず
、
地

域
の
皆
様
に
愛
さ
れ
る
消
防
団
づ

く
り
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
地
域
防
災
に
お
い
て
最
も
重
要

な
こ
と
は
、
や
は
り
、
町
民
の
皆

様
一
人
ひ
と
り
が
『
自
分
の
身
は
、

自
分
で
守
る
。
』
と
い
う
【
自
助
】

の
意
識
と
、『
自
分
た
ち
の
地
域
は
、

自
分
た
ち
で
守
る
。
』
と
い
う
【
共

助
】
の
意
識
で
す
。

　
我
々
、
消
防
団
も
『
郷
土
愛
護

の
精
神
』
の
も
と
、
団
員
一
丸
と

な
っ
て
邁
進
す
る
所
存
で
あ
り
ま

す
の
で
、
今
後
と
も
ご
支
援
、
ご

協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

び
応
急
手
当
の
普
及
指
導
等
を
検

討
し
て
い
ま
す
。

　
消
防
団
に
お
い
て
、
女
性
部
の

活
動
も
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い

ま
す
。
女
性
消
防
団
員
は
随
時
募

集
し
て
お
り
、
多
く
の
方
に
入
団

い
た
だ
き
、
地
域
の
安
全
な
生
活

の
た
め
に
活
躍
さ
れ
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。

消防団活動
４月　　入退団式

　　　　消防訓練大会

５月　　消防水利調査

　　　　夏季移動消防学校

６月　　町操法講習会

７月　　夏季点検（操法大会）

10月　　女性消防団員消防学校研修

11月　　火災防御訓練

　　　　冬季移動消防学校

　　　　秋の火災予防パレード

１月　　出初式

３月　　春の火災予防パレード

　　　　宮崎県消防大会

■入団条件

・18歳以上の健康な方　

・消防団の区域に居住・勤務・通学している方

■消防団員の処遇

【　報　　　酬　】　年額報酬や出場手当の支給

【 公務災害補償 】　活動中に負傷した場合の補償

【被服等の給貸与】　活動に必要な活動服、制服等の支給

【  退職報償金  】　５年以上消防団活動を行った者

　　　　　　　　　が退団した時に支給

【  表　　　彰  】　功労、功績があった場合に表彰

高
原
町
消
防
団
の
現
状

女
性
消
防
団
員
も
活
躍
中

住民の生命と財産を守る

操法大会の補助を行う女性部団員

高原町消防団の年間取組

高原町消防団では、次のような活動に取り組んでいます。

【お問い合わせ先】　　総務課危機管理係　☎　42‐２１１２　

消防団員募集中

※この他、部長会（定期）や夜警、

警戒などの活動もあります。

消防訓練大会

出初式

入退団式

夏季点検（操法大会）

時
代
の
変
化
に
合
わ
せ
た

　
　
　
　
　
　
　
消
防
団
づ
く
り
を
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まちのわだいTown　Topics

社会社会を明るくする運動を推進

　７月３日、第73回“社会を明るくする運動”内閣総理大

臣メッセージ伝達式が役場で行われました。

　当日は、保護司の皆さんをはじめ、区長や民生委員・児

童委員、更生保護女性会等の参加のもと、小林地区保護司

会の川畑静子会長が内閣総理大臣のメッセージを伝達し、

犯罪・非行の防止と更生保護のため、地域住民の理解と参

加を呼びかけました。

第 25第 25 回関東高原町友会総会開催
　

　６月25日、東京都のアルカディア市ヶ谷にて、４年ぶり

となる第25回関東高原町友会総会が開催されました。

　当日は、会員や来賓だけでなく、関係人口づくり事業で

本町とのご縁ができた企業や本町出身で関東で働いている

若い方、また、学生の方も参加されました。

　懇親会では、久々の再会に思い出話に花が咲き、ピアノ

とチェロの演奏や本町のふるさと大使の大野勇太さんによ

るミニコンサートも行われ、皆さん楽しまれていました。

広原広原JVCが大健闘！九州大会出場決定‼
　

　６月24、25日、綾てるはドームで第43回全日本バレーボー

ル小学生大会宮崎県大会が開催されました。

　その中で、混合の部に出場した広原JVCは、小柄なチー

ムながら、サーブで相手を崩し、粘り強く拾うバレーで、

２年連続で決勝に進出し、決勝では惜しくも敗れはしまし

たが準優勝という素晴らしい成績を収めました。

　この結果により、今年より混合の部が新設された第38回

全九州小学生バレーボール優勝大会in長崎へ出場します。

民生民生委員・児童委員が新たに就任
　

　６月１日、民生委員・児童委員として、新たに川添富子

さん（上麓区）、山菅キヨ子さん（並木区）の２名が厚生労

働大臣から委嘱発令され、就任しました。

　民生委員・児童委員は、社会奉仕の精神をもって住民の

皆さんからの社会福祉に関わる相談に応じたり、支援を行

う推進役として活動を行います。任期は、令和７年11月30日

までです。

　福祉に関することなど、お気軽にご相談ください。 　左から　川添富子さん、山菅キヨ子さん　左から　川添富子さん、山菅キヨ子さん

　
７
月
２
日
、
高
原
町
総
合
運
動
公
園
内
に

て
４
年
ぶ
り
に
令
和
５
年
度
高
原
町
消
防
団

夏
季
点
検
が
行
わ
れ
、
町
内
消
防
団
８
つ
の

部
が
出
場
し
ま
し
た
。

　
団
員
た
ち
は
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
披
露

し
、
放
水
の
速
さ
や
正
確
さ
、
規
律
を
競
い

合
い
ま
し
た
。

【大会成績】　※敬称略

優勝　第４部（管轄：上・下後川内、川平）

指揮者　脇田　樹　

１番員　留山　裕伍　　３番員　横山　敬史　

２番員　瀬戸口　祥平　４番員　川平　直人　

準優勝　第３部（管轄：西・上・下広原）

指揮者　入佐　啓太

１番員　福島　渉　　　３番員　古川　一将

２番員　末永　貴也　　４番員　高山　哲郎

第３位　第２部（管轄：花堂、小塚、中平の一部）

指揮者　中戸　翔平

１番員　外村　星河　　３番員　田畑　省一郎

２番員　轟木　聖也　　４番員　鳥集　悠平

※優秀選手賞は全て第４部

日
々
の
鍛
錬
の
成
果
を
競
い
合
う

　
　
　
高
原
町
操
法
大
会
開
催
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まちのわだいTown　Topics

社会社会を明るくする運動を推進

　７月３日、第73回“社会を明るくする運動”内閣総理大

臣メッセージ伝達式が役場で行われました。

　当日は、保護司の皆さんをはじめ、区長や民生委員・児

童委員、更生保護女性会等の参加のもと、小林地区保護司

会の川畑静子会長が内閣総理大臣のメッセージを伝達し、

犯罪・非行の防止と更生保護のため、地域住民の理解と参

加を呼びかけました。

第 25第 25 回関東高原町友会総会開催
　

　６月25日、東京都のアルカディア市ヶ谷にて、４年ぶり

となる第25回関東高原町友会総会が開催されました。

　当日は、会員や来賓だけでなく、関係人口づくり事業で

本町とのご縁ができた企業や本町出身で関東で働いている

若い方、また、学生の方も参加されました。

　懇親会では、久々の再会に思い出話に花が咲き、ピアノ

とチェロの演奏や本町のふるさと大使の大野勇太さんによ

るミニコンサートも行われ、皆さん楽しまれていました。

広原広原JVCが大健闘！九州大会出場決定‼
　

　６月24、25日、綾てるはドームで第43回全日本バレーボー

ル小学生大会宮崎県大会が開催されました。

　その中で、混合の部に出場した広原JVCは、小柄なチー

ムながら、サーブで相手を崩し、粘り強く拾うバレーで、

２年連続で決勝に進出し、決勝では惜しくも敗れはしまし

たが準優勝という素晴らしい成績を収めました。

　この結果により、今年より混合の部が新設された第38回

全九州小学生バレーボール優勝大会in長崎へ出場します。

民生民生委員・児童委員が新たに就任
　

　６月１日、民生委員・児童委員として、新たに川添富子

さん（上麓区）、山菅キヨ子さん（並木区）の２名が厚生労

働大臣から委嘱発令され、就任しました。

　民生委員・児童委員は、社会奉仕の精神をもって住民の

皆さんからの社会福祉に関わる相談に応じたり、支援を行

う推進役として活動を行います。任期は、令和７年11月30日

までです。

　福祉に関することなど、お気軽にご相談ください。 　左から　川添富子さん、山菅キヨ子さん　左から　川添富子さん、山菅キヨ子さん
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Town　Topics

高原高原町農業委員会の新体制が決定

　７月 20 日、高原町農業委員の任期満了に伴い、高原町農業委員会が新体制となり、農業委員７名に町長から辞令を、

農地利用最適化推進委員８名に農業委員会から委嘱状が交付されました。任期は令和８年７月 19 日までの３年間で、

農地売買の許可、農地転用、遊休農地の調査、指導等を行っていただきます。

酒匂　清治

（上広原）

鳥集　公則

（蒲牟田）

西村　真一

（下後川内）

真方　実喜男

（湯之元・祓川）

山下　孝行

（下広原）

下村　健一

（下麓）

邊木園　浩子

（出口）

石山　浩文

（上後川内）

大迫　恒作

（北狭野・南狭野）

坂元　朋子

（上麓）

会長　山元　啓嗣

（並木・常盤台）

会長代理　加藤　正博

（花堂・小塚・中平）

入木　真一

（鹿児山）

郡山　信敏

（川平）

佐藤　哲夫

（西広原）

農業委員 農業委員 農業委員 農業委員

農業委員 農業委員

農業委員

農地利用最適化推進委員 農地利用最適化推進委員 農地利用最適化推進委員

農地利用最適化推進委員 農地利用最適化推進委員 農地利用最適化推進委員 農地利用最適化推進委員 農地利用最適化推進委員

【農業委員・農地利用最適化推進委員】　※順不同・敬称略。括弧内は担当地区名。

町内町内で初の E-bike ツアーが開催
　

　７月16日、狭野地区周辺でE-bikeツアーが開催されました。

　これは、霧島ジオパークのもつ唯一無二の自然や観光資源

の発信を目的とした霧島ジオパーク E-bike レンタサイクル

導入事業補助金を活用し E-bike を導入した、奥霧島温泉郷

㈱が開催したものです。

　当日は、心地よい風や自然の雄大さを感じながら、御池や

狭野神社等を巡り、最後は温泉で疲れを癒しました。今後も

様々なツアーが企画される予定です。

まちのわだい

高原高原中学校吹奏楽部が快挙

　７月16日、宮崎市民文化ホールで第68回宮崎県吹奏楽

コンクールが行われました。

　その中で、高原中学校吹奏楽部はＡパート部門で、最高

賞である金賞を受賞しました。また、部員数25名以下の団

体から選ばれる宮崎県代表としても推薦され、８月11日に

熊本県で開催される第19回南九州小編成吹奏楽コンテスト

への出場が決定しました。

子どもを布絵子どもを育む布絵本の寄贈
　

　７月14日、たかはるふるさと大使及び関東高原町友会の

会長を務めている児玉繁信さんから４点の布絵本の寄贈があ

りました。

　これまでに４回寄贈いただいており、今回で５回目の寄贈

となります。この布絵本は読むだけでなく、ボタンやマジッ

クテープを使用して様々な仕掛けが施されており、子どもの

感受性を育む絵本となっています。布絵本は中央公民館図書

室に置いてありますので、ぜひご利用ください。

皇子皇子原公園花いっぱいプロジェクト第４弾
　

　７月９日、皇子原公園を花いっぱいの公園にしようと集

まった町民参加型の花植えイベント“花いっぱいプロジェ

クト”の第４弾が実施されました。

　今回は、前回と同じ「サンパチェンス」の苗を皇子原公

園の沿道に綺麗に植え、花壇周辺の落ち葉集め等の清掃活

動を行いました。また、前回植えた花の芽をイノシシ等が

荒らす被害が出たことから、花壇の獣害を防ぐための作業

も行いました。

井上井上斗真選手
　　　　グラススキーの日本代表に選出
　

　７月７日、スロバキア共和国で７月14日から25日に開催の

2023ＦＩＳグラススキーチルドレンキャンプ・レースに、日

本代表として高原中学校１年生の井上斗真選手が選出され

たことに伴い、町長を表敬訪問されました。

　井上選手は、現在、国富町の法華嶽公園グラススキー場

で練習されており、６月の選考会で優秀な成績を収めたこ

とから日本代表選手として選出されました。
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Town　Topics

高原高原町農業委員会の新体制が決定

　７月 20 日、高原町農業委員の任期満了に伴い、高原町農業委員会が新体制となり、農業委員７名に町長から辞令を、

農地利用最適化推進委員８名に農業委員会から委嘱状が交付されました。任期は令和８年７月 19 日までの３年間で、

農地売買の許可、農地転用、遊休農地の調査、指導等を行っていただきます。

酒匂　清治

（上広原）

鳥集　公則

（蒲牟田）

西村　真一

（下後川内）

真方　実喜男

（湯之元・祓川）

山下　孝行

（下広原）

下村　健一

（下麓）

邊木園　浩子

（出口）

石山　浩文

（上後川内）

大迫　恒作

（北狭野・南狭野）

坂元　朋子

（上麓）

会長　山元　啓嗣

（並木・常盤台）

会長代理　加藤　正博

（花堂・小塚・中平）

入木　真一

（鹿児山）

郡山　信敏

（川平）

佐藤　哲夫

（西広原）

農業委員 農業委員 農業委員 農業委員

農業委員 農業委員

農業委員

農地利用最適化推進委員 農地利用最適化推進委員 農地利用最適化推進委員

農地利用最適化推進委員 農地利用最適化推進委員 農地利用最適化推進委員 農地利用最適化推進委員 農地利用最適化推進委員

【農業委員・農地利用最適化推進委員】　※順不同・敬称略。括弧内は担当地区名。

町内町内で初の E-bike ツアーが開催
　

　７月16日、狭野地区周辺でE-bikeツアーが開催されました。

　これは、霧島ジオパークのもつ唯一無二の自然や観光資源

の発信を目的とした霧島ジオパーク E-bike レンタサイクル

導入事業補助金を活用し E-bike を導入した、奥霧島温泉郷

㈱が開催したものです。

　当日は、心地よい風や自然の雄大さを感じながら、御池や

狭野神社等を巡り、最後は温泉で疲れを癒しました。今後も

様々なツアーが企画される予定です。
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ほほえみ館通信
　健康に関するわだいをお届けします　『自分の健康は自分で守りましょう』

　　お子さんの成長を支える

“４・５歳児　成長発達調査”を行います！

　　お子さんの成長を支える

“４・５歳児　成長発達調査”を行います！

【お問い合わせ先】 　　健康課　☎ 42－４８２０

４ ・ ５歳児成長発達調査ってなぁに？

　幼児期の発育・発達は著しく、一人遊びから集団遊びへと変化していく中で、行動面・運動面・言語面の課題

を早期に発見し、支援することが有効です。

　そこで、身体発育の確認と、保育園やこども園などの集団生活の中で気が付く「落ち着きがない」「動きがぎ

こちない」「興味に偏りがある」といったお子さんが、安心して生活を送れるように適切な支援を行っていくた

めの調査です。

対象者は？

　　令和５年度中に５歳の誕生日を迎える幼児が対象です。

　（平成 30 年４月２日～平成 31 年４月１日生まれの幼児）

４ ・ ５歳児成長発達調査の主な流れ

①アンケートの実施（８～９月）

　最初に対象児の保護者の方に、アンケートを行います。アンケート用紙は保育施設等を通じて配布します。

②発達支援専門員による集団遊びの観察（９～ 11 月）

　町内保育施設に通っている幼児は、その保育施設で行います。保護者の出席は必要ありません。

　町外保育施設や未就園の幼児は、ほほえみ館で行います。対象の幼児は、保護者と一緒に参加をお願いします。

　③発達支援専門員による相談会『むじっ子発達相談会』の実施（12 ～２月）

　　アンケートや集団遊びの観察結果から、必要に応じてご案内します。

　　※発達支援専門員とは臨床心理士・言語聴覚士・保健師・保育士等の資格を持つ職員です。

～お願い～

　保育施設での集団遊びの日程は、各保育施設に通知・

掲示されますので、なるべくお休みしないよう、ご協

力をお願いします。

【お詫びと訂正】

　広報７月号ほほえみ館通信で掲載した「肩こり腰痛教室」の開催曜日を「水・金曜日」とご紹介しましたが、

正しくは「火・木曜日」の誤りです。お詫びして訂正します。
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ほほえみ館通信
　健康に関するわだいをお届けします　『自分の健康は自分で守りましょう』

　　お子さんの成長を支える

“４・５歳児　成長発達調査”を行います！

　　お子さんの成長を支える

“４・５歳児　成長発達調査”を行います！

【お問い合わせ先】 　　健康課　☎ 42－４８２０

４ ・ ５歳児成長発達調査ってなぁに？

　幼児期の発育・発達は著しく、一人遊びから集団遊びへと変化していく中で、行動面・運動面・言語面の課題

を早期に発見し、支援することが有効です。

　そこで、身体発育の確認と、保育園やこども園などの集団生活の中で気が付く「落ち着きがない」「動きがぎ

こちない」「興味に偏りがある」といったお子さんが、安心して生活を送れるように適切な支援を行っていくた

めの調査です。

対象者は？

　　令和５年度中に５歳の誕生日を迎える幼児が対象です。

　（平成 30 年４月２日～平成 31 年４月１日生まれの幼児）

４ ・ ５歳児成長発達調査の主な流れ

①アンケートの実施（８～９月）

　最初に対象児の保護者の方に、アンケートを行います。アンケート用紙は保育施設等を通じて配布します。

②発達支援専門員による集団遊びの観察（９～ 11 月）

　町内保育施設に通っている幼児は、その保育施設で行います。保護者の出席は必要ありません。

　町外保育施設や未就園の幼児は、ほほえみ館で行います。対象の幼児は、保護者と一緒に参加をお願いします。

　③発達支援専門員による相談会『むじっ子発達相談会』の実施（12 ～２月）

　　アンケートや集団遊びの観察結果から、必要に応じてご案内します。

　　※発達支援専門員とは臨床心理士・言語聴覚士・保健師・保育士等の資格を持つ職員です。

～お願い～

　保育施設での集団遊びの日程は、各保育施設に通知・

掲示されますので、なるべくお休みしないよう、ご協

力をお願いします。

【お詫びと訂正】

　広報７月号ほほえみ館通信で掲載した「肩こり腰痛教室」の開催曜日を「水・金曜日」とご紹介しましたが、

正しくは「火・木曜日」の誤りです。お詫びして訂正します。
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意

３
㎜
ず
ら
さ
な
い

　

高
原
町
内
の
各
区
で
７
月
19
日

か
ら
９
月
３
日
ま
で
の
日
程
で
、

町
政
報
告
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

昨
年
度
中
に
開
催
の
予
定
で
し
た

が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
で
開
催
で
き
ず
延
期
し

て
い
た
も
の
で
す
。

　

今
回
の
町
政
報
告
会
で
は
、
本

町
の
重
要
課
題
で
あ
る
「
町
立
病

院
の
事
業
運
営
」、「
小
・
中
学
校

統
廃
合
に
お
け
る
校
舎
建
設
」、「
財

政
収
支
の
見
通
し
」
に
つ
い
て
私

と
教
育
長
が
説
明
し
、
そ
し
て
「
奥

霧
島
地
域
商
社
ツ
ナ
ガ
ル
た
か
は

る
株
式
会
社
」
の
活
動
状
況
を
紹

介
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
内
容
に
つ
い
て
、
町

民
の
皆
様
か
ら
様
々
な
ご
意
見
を

お
聞
か
せ
い
た
だ
き
、
今
後
の
町

政
運
営
に
取
り
組
ん
で
い
く
目
的

で
計
画
し
ま
し
た
。
町
民
の
皆
様

に
本
町
の
現
状
を
そ
の
ま
ま
説
明

し
、
一
緒
に
考
え
て
も
ら
う
機
会

に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

特
に
今
回
の
町
政
報
告
会
で
は
、

「
現
時
点
に
お
け
る
財
政
収
支
見
通

し
」
と
今
後
の
財
政
運
営
の
基
本

方
針
と
な
る
「
第
４
次
高
原
町
行

財
政
改
革
推
進
計
画
」
の
具
体
的

な
取
組
を
踏
ま
え
た
「
計
画
目
標

の
財
政
収
支
見
通
し
」
の
２
パ
タ
ー

ン
を
説
明
し
、
本
町
財
政
の
見
え

る
化
を
図
り
、
町
民
の
皆
様
と
情

報
を
共
有
す
る
こ
と
と
し
て
お
り

ま
す
。

　

７
月
中
に
８
会
場
で
開
催
し
ま

し
た
が
、
ど
の
会
場
で
も
多
く
の

出
席
が
あ
り
、
私
の
説
明
を
真
剣

に
聞
い
て
い
た
だ
き
、
忌
憚
の
な

い
ご
意
見
を
お
聞
き
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
開
催
し

た
町
政
報
告
会
を
通
し
、
町
民
の

皆
様
が
本
町
の
抱
え
る
課
題
に
対

し
、
高
い
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ

い
て
い
る
こ
と
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　

町
政
報
告
会
は
、
８
月
に
入
っ
て

か
ら
も
続
け
て
参
り
ま
す
が
、
今

後
の
日
程
に
つ
い
て
は
、
区
長
会

を
通
じ
た
配
布
文
書
や
町
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
て
い
ま

す
。
ご
自
身
の
地
区
で
出
席
で
き

な
い
方
は
、
他
の
地
区
で
も
出
席

で
き
ま
す
。
ま
た
、
９
月
２
・
３
日

｟
土
・
日
｠
に
は
、
ほ
ほ
え
み
館
で

も
開
催
し
ま
す
の
で
、
是
非
、
ご

都
合
を
繰
り
合
わ
せ
て
い
た
だ
き

多
く
の
皆
様
に
出
席
し
て
も
ら
い

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

高
原
町
の
未
来
に
希
望
を
持
ち

な
が
ら
、
町
民
の
誰
も
が
安
心
し

て
住
み
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
皆
様

と
共
に
本
町
の
課
題
克
服
に
全
力

で
取
り
組
み
な
が
ら
、
こ
の
厳
し

い
状
況
を
乗
り
切
っ
て
参
り
ま
す
。

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

カ
ン
ナ
燃
ゆ
最
終
面
接
待
つ
ス
ー
ツ

夏
雲
や
水
ご
つ
ご
つ
と
舟
下
る

青
田
風
こ
れ
か
ら
植
え
る
飼
料
稲

永
遠
の
平
和
を
祈
る
終
戦
日

手
土
産
の
風
鈴
揺
れ
る
家
路
か
な

夏
椿
舵
と
り
不
能
自
然
界

芝
刈
機
音
の
中
に
も
赤
と
ん
ぼ

言
ひ
か
け
て
言
葉
忘
る
る
桜
の
実

雨
上
が
り
新
樹
に
群
れ
る
淡
き
虫

航
空
機
大
十
字
架か

く
大
夕
焼

今　

西　

由
美
子

坂　

元　

孝　

徳

佐
土
原　

武　

幸

横　

田　
　
　

修

内　

村　

登
志
美

入　

佐　

典　

子

田　

中　

廣　

子

岩　

﨑　

富
美
子

小　

村　

明　

子

中　

園　

直　

子

八
月
号 

　
　
　
高
原

町
政
報
告
会
を
開
催
中
で
す

　地震による揺れで起こる家具の転倒・落下は、け

がや避難の遅れに繋がります。大型の家具の固定や

家具の配置を工夫して、屋内の安全を確保しましょ

う。

●家具の安全な置き方

〇押し入れやクローゼットなどに集中的に収納し、

家具の数を減らす。

〇寝室やリビングなど家族が長時間過ごす場所に

は背の高い家具は置かない。

〇高い場所に物を置かない。軽い物を上に、重い物

を下に置いて重心を下げる。

〇家具の固定ができない場合には、家具の転倒方向

が就寝位置と重ならないように置く。

〇倒れても出入り口を塞がれないように家具の位

置と向きを工夫する。

〇食器棚や額縁などの室内ガラスに飛散防止用

フィルムを貼る。　など

●家具固定の仕方

【たんす・本棚】　Ｌ型金具などで柱や壁、鴨居など

に固定する。上下２段になっているたんすは重ね

止め用金具で連結する。

【食器棚】　扉に開放防止金具を取り付ける。また、

食器の飛び出し防止のために、棚板に滑り止め

シートを敷き、飛び出し防止枠を作る。

【冷蔵庫】　背部の取っ手にベルトをかけて柱など

に固定する。専用のベルトなどが用意されている

こともあるので、取扱い説明書に従う。

【テレビ】　製品付属のストラップなどでテレビ台

に固定する。耐震粘着マットを敷くと、揺れへの

抵抗力が強まる。テレビ台も柱などに固定する。

※壁にネジ留めできない場合は、突っ張り棒タイプ

の転倒防止器具を使用しましょう。天井との間に

補助板を挟むと天井に面で力が加わります。

防災関連連載　　Vol.45

　「高原町メールサービス」では、防災関連情報をメール配信しています。    

　下記の URL に空メールを送るか、右記の QR コードを読み取る事で、登録することができます。

町民の皆様の登録をお願いします。

　URL:t-takaharu@sg-p.jp( 空メールをお送りください。）

地震対策の備え　～家の中の安全対策～

　　

　　　

　令和５年８月１日から、ケガや病気の治療のため

に医療機関等でご利用いただく各被保険者証が更

新されます。それに伴い、限度額適用認定証等も更

新されますのでご確認ください。

国民健康保険被保険者証

〇被保険者証の色　　みず色

〇発送日　　７月13日

〇限度額適用認定証の更新

　限度額適用認定証を医療機関等でご利用され

る場合は、町民課保険係の窓口で申請してくださ

い。

後期高齢者医療被保険者証

〇被保険者証の色　　薄いみどり色

〇発送日　　７月10日

〇限度額適用・標準負担額減額認定証の更新

　所得区分が前年度から変更のない方は、限度額

適用・標準負担額減額認定証を７月20日に発送

しました。それ以外の方は町民課保険係で申請し

てください。

　

その他

　国民健康保険・後期高齢者医療保険の有効期限

が過ぎた古い被保険者証等は、個人情報が特定され

ないよう破棄していただくか、町民課保険係へ返還

してください。何かご不明な点がありましたら、下

記のお問い合わせ先へご連絡ください。

 　 お問い合わせ先

  　町民課保険係　　☎42-１０６７

各被保険者証等の更新について各被保険者証等の更新について
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　地震による揺れで起こる家具の転倒・落下は、け

がや避難の遅れに繋がります。大型の家具の固定や

家具の配置を工夫して、屋内の安全を確保しましょ

う。

●家具の安全な置き方

〇押し入れやクローゼットなどに集中的に収納し、

家具の数を減らす。

〇寝室やリビングなど家族が長時間過ごす場所に

は背の高い家具は置かない。

〇高い場所に物を置かない。軽い物を上に、重い物

を下に置いて重心を下げる。

〇家具の固定ができない場合には、家具の転倒方向

が就寝位置と重ならないように置く。

〇倒れても出入り口を塞がれないように家具の位

置と向きを工夫する。

〇食器棚や額縁などの室内ガラスに飛散防止用

フィルムを貼る。　など

●家具固定の仕方

【たんす・本棚】　Ｌ型金具などで柱や壁、鴨居など

に固定する。上下２段になっているたんすは重ね

止め用金具で連結する。

【食器棚】　扉に開放防止金具を取り付ける。また、

食器の飛び出し防止のために、棚板に滑り止め

シートを敷き、飛び出し防止枠を作る。

【冷蔵庫】　背部の取っ手にベルトをかけて柱など

に固定する。専用のベルトなどが用意されている

こともあるので、取扱い説明書に従う。

【テレビ】　製品付属のストラップなどでテレビ台

に固定する。耐震粘着マットを敷くと、揺れへの

抵抗力が強まる。テレビ台も柱などに固定する。

※壁にネジ留めできない場合は、突っ張り棒タイプ

の転倒防止器具を使用しましょう。天井との間に

補助板を挟むと天井に面で力が加わります。

防災関連連載　　Vol.45

　「高原町メールサービス」では、防災関連情報をメール配信しています。    

　下記の URL に空メールを送るか、右記の QR コードを読み取る事で、登録することができます。

町民の皆様の登録をお願いします。

　URL:t-takaharu@sg-p.jp( 空メールをお送りください。）

地震対策の備え　～家の中の安全対策～

　　

　　　

　令和５年８月１日から、ケガや病気の治療のため

に医療機関等でご利用いただく各被保険者証が更

新されます。それに伴い、限度額適用認定証等も更

新されますのでご確認ください。

国民健康保険被保険者証

〇被保険者証の色　　みず色

〇発送日　　７月13日

〇限度額適用認定証の更新

　限度額適用認定証を医療機関等でご利用され

る場合は、町民課保険係の窓口で申請してくださ

い。

後期高齢者医療被保険者証

〇被保険者証の色　　薄いみどり色

〇発送日　　７月10日

〇限度額適用・標準負担額減額認定証の更新

　所得区分が前年度から変更のない方は、限度額

適用・標準負担額減額認定証を７月20日に発送

しました。それ以外の方は町民課保険係で申請し

てください。

　

その他

　国民健康保険・後期高齢者医療保険の有効期限

が過ぎた古い被保険者証等は、個人情報が特定され

ないよう破棄していただくか、町民課保険係へ返還

してください。何かご不明な点がありましたら、下

記のお問い合わせ先へご連絡ください。

 　 お問い合わせ先

  　町民課保険係　　☎42-１０６７

各被保険者証等の更新について各被保険者証等の更新について
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最
終
頁
の
裁
ち
落
と
し
注
意

３
㎜
ず
ら
さ
な
い

外
来
魚
駆
除
釣
り
大
会
開
催

　
小
林
高
原
野
尻
漁
業
協
同
組
合
の
主

催
で
、
在
来
種
の
生
態
系
の
保
全
及
び
内

水
面
漁
業
へ
の
被
害
軽
減
の
一
環
と
し

て
、
外
来
魚
｟
ブ
ラ
ッ
ク
バ
ス
・
ブ
ル
ー

ギ
ル
｠
の
釣
り
大
会
を
開
催
し
ま
す
。
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

〇
日
時
　

　
８
月
19
日｟
土
｠

　
午
前
８
時
～
午
後
５
時

　
８
月
20
日｟
日
｠

　
午
前
８
時
～
午
後
３
時

　※

荒
天
の
場
合
は
、次
週
に
延
期

〇
場
所
　
野
尻
湖｟
小
林
市
野
尻
町
｠

〇
検
量

　
両
日
共
に
午
後
２
時
～
午
後
３
時

　
｟
参
加
賞
、賞
品
あ
り
｠

　※

検
量
は
、
旧
野
尻
湖
キ
ャ
ン
プ
村
で

行
い
ま
す
。

〇
参
加
等
条
件

①
大
会
参
加
者
は
中
学
生
以
上
で
、
小
学

生
以
下
は
父
兄
同
伴
と
す
る
。

②
大
会
参
加
費
は
無
料
。
遊
漁
料
は
徴
収

し
な
い
。

③
会
場
ま
で
の
往
復
や
釣
行
中
の
事
故

等
は
全
て
自
己
責
任
と
し
、
組
合
は
一

切
責
任
を
負
わ
な
い
。

◎
お
問
い
合
わ
せ
先

　
小
林
高
原
野
尻
漁
業
協
同
組
合

　
☎
23‐

４
６
６
８

令
和
５
年
度
自
衛
官
等
募
集

　
自
衛
隊
宮
崎
地
方
協
力
本
部
小
林
地

域
事
務
所
で
は
、
令
和
５
年
度
自
衛
官
等

各
種
募
集
を
行
い
ま
す
。
試
験
の
内
容
は

次
の
と
お
り
で
す
。

〖
航
空
学
生
採
用
試
験
〗

〇
資
格

・
海
上
　
18
歳
以
上
23
歳
未
満
の
方

・
航
空
　
18
歳
以
上
21
歳
未
満
の
方

※

高
卒
者
又
は
高
専
３
年
次
修
了
者

｟
見
込
含
｠

〇
受
付
期
間
　
９
月
７
日｟
木
｠ま
で

〇
試
験
日
　
９
月
18
日｟
月
｠予
定

〇
会
場
　
受
付
時
に
通
知

〖
一
般
曹
候
補
生
採
用
試
験
〗

〇
資
格
　
18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
方

※

32
歳
の
方
は
、
採
用
予
定
月
の
末
日

現
在
、33
歳
に
達
し
て
い
な
い
方

〇
受
付
期
間
　
９
月
５
日｟
火
｠ま
で

〇
試
験
日｟
Ｗ
ｅ
ｂ
試
験
｠

　
９
月
16
日｟
土
｠～
９
月
23
日｟
土
｠

　※

９
月
18
日｟
月
｠は
除
く

〇
会
場
　
受
付
時
に
通
知

　〖
自
衛
官
候
補
生
採
用
試
験
〗

〇
資
格
　
18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
方

　※

32
歳
の
方
は
、
採
用
予
定
月
の
１
日

か
ら
起
算
し
て
３
月
に
達
す
る
日
の

翌
月
の
末
日
現
在
、
33
歳
に
達
し
て
い

な
い
方

〇
受
付
期
間
　
９
月
８
日｟
金
｠ま
で

　※

年
間
を
通
じ
て
行
っ
て
い
ま
す
。

〇
筆
記
試
験
日｟
Ｗ
ｅ
ｂ
試
験
｠

　
９
月
16
日｟
土
｠～
９
月
23
日｟
土
｠

〇
口
述
試
験
等
日

９
月
25
日
｟
月
｠
～
10
月
２
日
｟
月
｠
の

指
定
す
る
１
日｟
予
定
｠

※

11
月
・
１
月
・
２
月
採
用
試
験
実

施
予
定｟
Ｗ
ｅ
ｂ
試
験
を
含
む
｠

〇
会
場
　
受
付
時
に
通
知

　◎
お
問
い
合
わ
せ
先

　
自
衛
隊
宮
崎
地
方
協
力
本
部

　
小
林
地
域
事
務
所

　
☎
22‐

５
２
５
４

募
　
　
集
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マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

　
　
　
窓
口
の
開
設
に
つ
い
て

　
仕
事
や
学
業
な
ど
で
、
平
日
の
開
庁
時

間
内
に
窓
口
へ
来
ら
れ
な
い
方
の
た
め
、

左
記
の
日
程
で
窓
口
時
間
の
延
長
と
休

日
の
窓
口
開
設
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

〖
８
月
の
延
長
窓
口
〗

○
日
時
　
８
月
10
日｟
木
｠

　
午
後
５
時
15
分
～
午
後
７
時

○
場
所
　
高
原
町
役
場
１
階

　
町
民
課
住
民
係

〖
８
月
の
休
日
開
庁
〗　

　※

事
前
予
約
が
必
要

○
日
時
　
８
月
27
日｟
日
｠

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

　
｟
正
午
～
午
後
１
時
を
除
く
｠

○
場
所
　
高
原
町
役
場
１
階

　
町
民
課
住
民
係

○
予
約
締
切
日
　
８
月
23
日｟
水
｠

　
午
後
５
時
ま
で

※

定
員
に
な
り
次
第
、
予
約
を
締
め
切

ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

○
注
意
事
項

・
休
日
開
庁
に
つ
い
て
は
予
約
制
で
す

の
で
、必
ず
事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

事
前
予
約
が
０
件
の
場
合
、
開
庁
い
た

し
ま
せ
ん
。

・
正
面
玄
関
は
施
錠
さ
れ
て
い
る
た
め
、

役
場
西
側
｟
小
学
校
側
｠
か
ら
お
入
り

く
だ
さ
い
。

・
窓
口
で
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に

関
す
る
手
続
き
の
み
受
付
け
ま
す
。
紛

失
等
に
よ
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
再
交
付
｟
有
料
｠
は
、
平
日
の
み
の
受

付
け
と
な
り
ま
す
。
各
種
証
明
書
の
発

行
や
住
民
異
動
届
は
受
付
け
で
き
ま

せ
ん
。

・
15
歳
未
満
の
方
の
手
続
き
は
、
法
定
代

理
人
の
付
き
添
い
が
必
要
で
す
。
本
町

の
シ
ス
テ
ム
に
て
同
一
世
帯
の
続
柄

が
確
認
で
き
な
い
場
合
は
、
法
定
代
理

人
と
本
人
の
関
係
を
確
認
で
き
る
戸

籍
謄
本
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

◎
お
問
い
合
わ
せ
先

　
町
民
課
住
民
係

　
☎
42‐

１
０
６
７

　
Ｅ
メ
ー
ル

　cyoumin@town.takaharu.lg.jp

自
転
車
・
キ
ッ
ク
ボ
ー
ド
等
の

　
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
に
つ
い
て

〖
自
転
車
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
〗

　
令
和
５
年
４
月
１
日
か
ら
自
転
車
の

運
転
者
は
乗
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
か
ぶ

る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ

れ
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、「
交
通
安
全
教
育
指
針
」
に
も

全
世
代
で
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
の
努
力
義

務
化
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

〇
交
通
の
方
法
に
関
す
る
教
則

・
自
転
車
に
乗
る
と
き
は
、
乗
車
用
ヘ
ル

メ
ッ
ト
を
か
ぶ
り
ま
し
ょ
う
。

・
乗
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
は
、
安
全
性
を
示

す
マ
ー
ク
の
つ
い
た
も
の
を
使
い
、
あ

ご
ひ
も
を
確
実
に
締
め
る
な
ど
正
し

く
着
用
し
ま
し
ょ
う
。

〇
安
全
性
を
示
す
マ
ー
ク

Ｓ
Ｇ
マ
ー
ク
、Ｊ
Ｃ
Ｆ
公
認
マ
ー
ク
、

Ｊ
Ｃ
Ｆ
推
奨
マ
ー
ク
、Ｊ
Ｉ
Ｓ
マ
ー
ク
、

Ｃ
Ｅ
マ
ー
ク
、Ｃ
Ｐ
Ｓ
Ｃ
マ
ー
ク
な
ど

〖
電
動
キ
ッ
ク
ボ
ー
ド
の
新
区
分
〗

　
令
和
５
年
７
月
１
日
か
ら
原
動
機
付

自
転
車
の
う
ち
、
最
高
速
度
20

 

km
／
時
以

下
な
ど
の
一
定
の
要
件
に
該
当
す
る
も

の
が
特
定
小
型
原
動
機
付
自
転
車
｟
電
動

キ
ッ
ク
ボ
ー
ド
等
｠
と
定
義
さ
れ
、
新
た

な
区
分
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
電
動
キ
ッ
ク
ボ
ー
ド
は
、
原

付
バ
イ
ク
と
同
じ
扱
い
で
あ
っ
た
た
め
、

運
転
免
許
証
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
等
が
義

務
付
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
今
後
は
一

定
の
要
件
を
満
た
す
も
の
で
あ
れ
ば
、
16

歳
以
上
と
い
う
年
齢
制
限
を
ク
リ
ア
す

る
こ
と
で
免
許
不
要
と
な
り
ま
す
。ま
た
、

ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用
は
努
力
義
務
と
な

り
ま
す
。

○
走
行
で
き
る
場
所

・
最
高
速
度
６
km
／
時
以
下

歩
道
・
路
側
帯

・
最
高
速
度
20

 

km
／
時
以
下

車
道
・
自
転
車
レ
ー
ン

○
電
動
キ
ッ
ク
ボ
ー
ド
の
条
件

　
速
度
、
本
体
の
大
き
さ
、
識
別
灯
｟
最

高
速
度
表
示
灯
｠、
ウ
イ
ン
カ
ー
｟
方
向

指
示
器
｠、
ク
ラ
ク
シ
ョ
ン
・
警
音
器
、

機
械
式
ブ
レ
ー
キ
｟
制
動
装
置
｠、
ブ

レ
ー
キ
ラ
ン
プ
｟
制
動
灯
｠、
テ
ー
ル
ラ

ン
プ
｟
尾
灯
｠、
リ
フ
レ
ク
タ
ー
｟
後
部

反
射
器
｠、
フ
ロ
ン
ト
ラ
イ
ト
｟
前
照

灯
｠
な
ど
、
保
安
基
準
を
満
た
す
必
要

が
あ
り
ま
す
。

○
そ
の
他

・
自
賠
責
保
険
加
入
や
ナ
ン
バ
ー
プ

レ
ー
ト
取
得
に
関
し
て
は
必
須
と

な
っ
て
い
ま
す
。

・
詳
細
に
つ
い
て
は
、
警
察
庁
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

◎
お
問
い
合
わ
せ
先

　
総
務
課
危
機
管
理
係

　
☎
42‐

２
１
１
２

お
知
ら
せ

まちの掲示板
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外
来
魚
駆
除
釣
り
大
会
開
催

　
小
林
高
原
野
尻
漁
業
協
同
組
合
の
主

催
で
、
在
来
種
の
生
態
系
の
保
全
及
び
内

水
面
漁
業
へ
の
被
害
軽
減
の
一
環
と
し

て
、
外
来
魚
｟
ブ
ラ
ッ
ク
バ
ス
・
ブ
ル
ー

ギ
ル
｠
の
釣
り
大
会
を
開
催
し
ま
す
。
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

〇
日
時
　

　
８
月
19
日｟
土
｠

　
午
前
８
時
～
午
後
５
時

　
８
月
20
日｟
日
｠

　
午
前
８
時
～
午
後
３
時

　※

荒
天
の
場
合
は
、次
週
に
延
期

〇
場
所
　
野
尻
湖｟
小
林
市
野
尻
町
｠

〇
検
量

　
両
日
共
に
午
後
２
時
～
午
後
３
時

　
｟
参
加
賞
、賞
品
あ
り
｠

　※

検
量
は
、
旧
野
尻
湖
キ
ャ
ン
プ
村
で

行
い
ま
す
。

〇
参
加
等
条
件

①
大
会
参
加
者
は
中
学
生
以
上
で
、
小
学

生
以
下
は
父
兄
同
伴
と
す
る
。

②
大
会
参
加
費
は
無
料
。
遊
漁
料
は
徴
収

し
な
い
。

③
会
場
ま
で
の
往
復
や
釣
行
中
の
事
故

等
は
全
て
自
己
責
任
と
し
、
組
合
は
一

切
責
任
を
負
わ
な
い
。

◎
お
問
い
合
わ
せ
先

　
小
林
高
原
野
尻
漁
業
協
同
組
合

　
☎
23‐

４
６
６
８

令
和
５
年
度
自
衛
官
等
募
集

　
自
衛
隊
宮
崎
地
方
協
力
本
部
小
林
地

域
事
務
所
で
は
、
令
和
５
年
度
自
衛
官
等

各
種
募
集
を
行
い
ま
す
。
試
験
の
内
容
は

次
の
と
お
り
で
す
。

〖
航
空
学
生
採
用
試
験
〗

〇
資
格

・
海
上
　
18
歳
以
上
23
歳
未
満
の
方

・
航
空
　
18
歳
以
上
21
歳
未
満
の
方

※

高
卒
者
又
は
高
専
３
年
次
修
了
者

｟
見
込
含
｠

〇
受
付
期
間
　
９
月
７
日｟
木
｠ま
で

〇
試
験
日
　
９
月
18
日｟
月
｠予
定

〇
会
場
　
受
付
時
に
通
知

〖
一
般
曹
候
補
生
採
用
試
験
〗

〇
資
格
　
18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
方

※

32
歳
の
方
は
、
採
用
予
定
月
の
末
日

現
在
、33
歳
に
達
し
て
い
な
い
方

〇
受
付
期
間
　
９
月
５
日｟
火
｠ま
で

〇
試
験
日｟
Ｗ
ｅ
ｂ
試
験
｠

　
９
月
16
日｟
土
｠～
９
月
23
日｟
土
｠

　※

９
月
18
日｟
月
｠は
除
く

〇
会
場
　
受
付
時
に
通
知

　〖
自
衛
官
候
補
生
採
用
試
験
〗

〇
資
格
　
18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
方

　※

32
歳
の
方
は
、
採
用
予
定
月
の
１
日

か
ら
起
算
し
て
３
月
に
達
す
る
日
の

翌
月
の
末
日
現
在
、
33
歳
に
達
し
て
い

な
い
方

〇
受
付
期
間
　
９
月
８
日｟
金
｠ま
で

　※

年
間
を
通
じ
て
行
っ
て
い
ま
す
。

〇
筆
記
試
験
日｟
Ｗ
ｅ
ｂ
試
験
｠

　
９
月
16
日｟
土
｠～
９
月
23
日｟
土
｠

〇
口
述
試
験
等
日

９
月
25
日
｟
月
｠
～
10
月
２
日
｟
月
｠
の

指
定
す
る
１
日｟
予
定
｠

※

11
月
・
１
月
・
２
月
採
用
試
験
実

施
予
定｟
Ｗ
ｅ
ｂ
試
験
を
含
む
｠

〇
会
場
　
受
付
時
に
通
知

　◎
お
問
い
合
わ
せ
先

　
自
衛
隊
宮
崎
地
方
協
力
本
部

　
小
林
地
域
事
務
所

　
☎
22‐

５
２
５
４

募
　
　
集
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最
終
頁
の
裁
ち
落
と
し
注
意

３
㎜
ず
ら
さ
な
い

現住人口調査

令和５年７月１日現在

人口の動き

町の現住人口 前月比 前年同月比

総人口

男

女

世帯数

(人 )

( 人 )

( 人 )

(世帯 )

8,204

3,897

4,307

3,668

-2 -204

-6 -123

４ -81

２ -44

転入 21

転出 15 死亡 12

出生 ４

６月の交通事故発生状況

６月の出動状況

１１０番
　　　だより

１１９番
　　　だより

物損　　11

人身　　１ 年計　　５

年計　　83

●中央公民館図書室

　開室時間　平日　８：30 ～ 17：00　休日　10：00 ～ 16：00

　８月の閉室日　11 日（金・祝）

　※急遽、休みになる場合がございます。ご了承ください。

●お問い合わせ先　

　教育総務課社会教育係

　☎42-１４８４

まだ見ぬ一冊に

　　　　出会う旅

オススメ新着本①

オススメ新着本②

寄付 社会福祉協議会へ

６月受付分・敬称略

香典返し

☆ありがとうございました。

役場 分館 高原小学校

高原
病院

町体
育館

図書室
★

【遺族】　　　　【続柄】　　【故人】　　　　【地区名】

浅井豊子　　　　母　　　勝吉フミエ　　蒲牟田区

有馬文雄　　　　父　　　耕造　　　　　上広原区

温水久美子　　　夫　　　英秋　　　　　下後川内区

小久保京子　　　父　　　照夫　　　　　鹿児山区　

　不審に思ったりトラブルに遭ったりした場合は、警

察相談専用電話又は最寄りの警察署や駐在所にご連絡

ください。

　６月中、高原町で火災

はありませんでした。

　引き続き、火の取扱いには十分注意しましょう。

火災　　０

救急　　40 年計　 234

年計　　６

　「ぼくは牛だから、もうじき食

べられる」 自分の運命を受け入れ

た牛は、最後に一目だけ、お母さ

ん牛に会いたくて生まれ育った牧

場に行くことにした…。

　号泣必至。牛はお母さんと会え

るのか。食育にもおすすめの１冊。

たのしくて、うーんとタメになる！せかいのトイレ

発行所／日本能率協会マネジメントセンター

著者／ＥＲＩＫＯ（エリコ）

　「トイレのドアから、頭や足が

見えているトイレ」「便器をのぞ

いたら、中に見えるのはきれいな

海」など。私たちの常識では考え

られないような、世界のトイレに

ついて、その地域ならではの「事

情」とともに紹介されている。

もうじきたべられるぼく

出版社／中央公論新社　　作／はせがわ　ゆうじ 還付金詐欺に注意‼

●相談窓口

　警察相談専用電話　＃９１１０

　小林警察署　☎23－０１１０ 

　県内で、役場職員や銀行員になりすました還付金詐

欺の不審電話が相次いでおり、実際に現金を騙し取ら

れる被害も発生しています。

【詐欺の内容】

「健康保険料の還付金があります。手続きのための用紙

を送っていますが届いていますか？」

「締切が本日の○○時までになっていますので、急いで

ATMに行ってください。」

「ATMに着いたら、コールセンターの銀行員の携帯電話

に電話をしてください。」

詐欺防止のポイント

◎ATMで還付金が戻ってくることは絶対にありません。

◎役場職員がATMに行くよう指示することは絶対にあ

　りません。
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8 月のカレンダー

　

真
夏
の
太
陽
に
向
か
っ
て

真
っ
す
ぐ
伸
び
る
向
日
葵

は
、
見
て
い
る
こ
ち
ら
に
も

元
気
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。

　

さ
て
、
今
月
は
消
防
団
の

特
集
を
掲
載
し
ま
し
た
。

　

私
も
、
現
役
の
消
防
団
員

で
今
回
の
操
法
大
会
で
優
勝

し
た
第
４
部
に
所
属
し
て
い

ま
す
。
私
の
部
で
は
、
負
け

た
時
に
は
涙
す
る
も
の
も
い

る
く
ら
い
操
法
大
会
に
対
し

熱
く
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

そ
の
分
練
習
も
大
変
で
す

が
、
大
人
に
な
っ
て
も
勝
負

事
に
熱
く
な
れ
る
機
会
が
あ

る
の
は
嬉
し
い
こ
と
で
す
。

　

ま
た
、
そ
れ
に
負
け
な
い

く
ら
い
飲
み
方
に
も
熱
い
部

で
、
操
法
大
会
期
間
中
は
週

１
で
必
ず
飲
み
方
が
あ
り
ま

す
。
そ
れ
以
外
で
も
何
か
に

付
け
て
飲
み
方
を
し
ま
す
。

そ
の
お
か
げ
で
、
普
段
の
生

活
で
は
関
わ
る
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欲
し
い
と
願
い
ま
す
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日 曜 内　　容 場　　所 時　間 担当課

8 火

町政報告会（湯之元区） 湯之元集落
センター 19:00 ～ 20:30 総合政策課

肩こり教室 ほほえみ館 9:30 ～ 11:30 健康課
トレーニングコース ほほえみ館 17:30 ～ 21:00 健康課
母子健康手帳交付 ほほえみ館 9:30 ～ 11:30 健康課

乳児健康診査 ほほえみ館 13:00 ～ 13:30
受付 健康課

9 水

廃プラリサイクルの日 各ごみ集積所 8:30まで 町民課
消費生活相談 高原町役場 10:00 ～ 15:00 総務課
町政報告会（中平区） 中平公民館 19:00 ～ 20:30 総合政策課

10 木
肩こり教室 ほほえみ館 9:30 ～ 11:30 健康課
トレーニングコース ほほえみ館 17:30 ～ 21:00 健康課

11 金

● 山の日
夏休み子ども講座
（習字） 中央公民館 9:30 ～ 11:00 教育総務課

もやせるごみの日
（祝日収集）

もやせるごみ集積地区
の各ごみ集積所 8:30まで 町民課

12 土

13 日
リサイクル・有害・その他
ごみの日

各リサイクル
集積所 7:30 ～ 9:00 町民課

14 月 古紙リサイクルの日 もやせるごみ集積地区
の各ごみ集積所 8:30まで 町民課

15 火 古紙リサイクルの日 もやせるごみ集積地区
の各ごみ集積所 8:30まで 町民課

16 水

オレンジカフェたかはい
さの

南狭野区
東前野班 14:00 ～ 16:00 福祉課

廃プラリサイクルの日 各ごみ集積所 8:30まで 町民課

17 木

古紙リサイクルの日 もやせるごみ集積地区
の各ごみ集積所 8:30まで 町民課

町政報告会（小塚区） 小塚活性化
センター 19:00 ～ 20:30 総合政策課

トレーニングコース ほほえみ館 17:30 ～ 21:00 健康課

18 金
古紙リサイクルの日 もやせるごみ集積地区

の各ごみ集積所 8:30まで 町民課

町政報告会（花堂区） 花堂むらおこし
センター 19:00 ～ 20:30 総合政策課

19 土
夏休み親子講座（木工） LaLaきりしま 9:00 ～ 11:30 教育総務課
トレーニングコース ほほえみ館 13:00 ～ 18:00 健康課

20 日

21 月

生涯学習講座（ヨガ） ほほえみ館 19:00 ～ 20:30 教育総務課

町政報告会（蒲牟田区） 蒲牟田活性化
センター 19:00 ～ 20:30 総合政策課

集団健（検）診 ほほえみ館 8:30 ～ 10:00 健康課

22 火

オレンジカフェたかはい
上麓

上麓区霧島
団地前班 10:00 ～ 12:00 福祉課

皇子原学園（国際交流） ほほえみ館 9:30 ～ 11:00 教育総務課

町政報告会（上麓区） ほほえみ館
中研修室 19:00 ～ 20:30 総合政策課

集団健（検）診 鹿児山農業構造
改善センター 8:30 ～ 10:00 健康課

肩こり教室 ほほえみ館 9:30 ～ 11:30 健康課
トレーニングコース ほほえみ館 17:30 ～ 21:00 健康課
母子健康手帳交付 ほほえみ館 9:30 ～ 11:30 健康課

日 曜 内　　容 場　　所 時　間 担当課

23 水

廃プラリサイクルの日 各ごみ集積所 8:30まで 町民課

町政報告会（下麓区） ほほえみ館
中研修室 19:00 ～ 20:30 総合政策課

集団健（検）診 上後川内地区
多目的活動施設 8:30 ～ 10:00 健康課

24 木

集団健（検）診 南狭野活性化
センター 8:30 ～ 10:00 健康課

肩こり教室 ほほえみ館 9:30 ～ 11:30 健康課
トレーニングコース ほほえみ館 17:30 ～ 21:00 健康課

25 金 集団健（検）診 下広原構造
改善センター 8:30 ～ 10:00 健康課

26 土
生涯学習講座（書道） 中央公民館 10:00 ～ 11:30 教育総務課
トレーニングコース ほほえみ館 13:00 ～ 18:00 健康課

27 日

28 月 町政報告会（鹿児山区） 鹿児山農業構造
改善センター 19:30 ～ 21:00 総合政策課

29 火

町政報告会（並木区） 並木公民館 19:00 ～ 20:30 総合政策課
肩こり教室 ほほえみ館 9:30 ～ 11:30 健康課
トレーニングコース ほほえみ館 17:30 ～ 21:00 健康課

30 水
廃プラリサイクルの日 各ごみ集積所 8:30まで 町民課

町政報告会（出口区） 出口農業構造
改善センター 19:00 ～ 20:30 総合政策課

31 木

町政報告会（常盤台区） 常盤台活性化
センター 19:00 ～ 20:30 総合政策課

肩こり教室 ほほえみ館 9:30 ～ 11:30 健康課
トレーニングコース ほほえみ館 17:30 ～ 21:00 健康課

健幸講演会 ほほえみ館 13:30 ～ 13:50
受付 健康課

9 月のカレンダー
1 金

2 土
町政報告会（町内全域） ほほえみ館

中研修室 13:30 ～ 15:00 総合政策課

トレーニングコース ほほえみ館　 13:00 ～ 18:00 健康課

3 日 町政報告会（町内全域） ほほえみ館
中研修室 13:30 ～ 15:00 総合政策課

4 月 生涯学習講座（ヨガ） ほほえみ館 19:00 ～ 20:30 教育総務課

5 火

皇子原学園（防災） ほほえみ館 9:30 ～ 11:00 教育総務課
肩こり教室 ほほえみ館 9:30 ～ 11:30 健康課
トレーニングコース ほほえみ館 17:30 ～ 21:00 健康課

6 水
生涯学習講座（手づくり） 中央公民館 9:30 ～ 11:30 教育総務課
もやせないごみの日 各ごみ集積所 8:30まで 町民課

7 木

生涯学習講座
（一貫張り） 個人宅 9:30 ～ 11:30 教育総務課

肩こり教室 ほほえみ館 9:30 ～ 11:30 健康課

今月は、 町県民税 （２期）、 国民健康保険税 （３期）、

後期高齢者医療保険料 （２期）、 介護保険料 （３期） の納期です。
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広
報

皇子原公園支配人　　村上 大輔 さん皇子原公園支配人　　村上 大輔 さん

　今年４月に皇子原公園の支配人に就任され

た村上大輔さんは、キャンプや SUP のインスト

ラクターの資格を有しており、これまでアウト

ドア施設のコーディネーターや登山ガイドな

どを務めてこられました。

　村上さんは、「登山道整備やE-bike、SUPなどの

アクティビティーを磨き上げ、地域事業者の協

力をもらいながら、皇子原公園や御池の魅力を

発信していきたい。」と意気込みを述べました。

　今年４月に皇子原公園の支配人に就任され

た村上大輔さんは、キャンプや SUP のインスト

ラクターの資格を有しており、これまでアウト

ドア施設のコーディネーターや登山ガイドな

どを務めてこられました。

　村上さんは、「登山道整備やE-bike、SUPなどの

アクティビティーを磨き上げ、地域事業者の協

力をもらいながら、皇子原公園や御池の魅力を

発信していきたい。」と意気込みを述べました。

まちの匠

村上さんが着任後すぐに作成された E-bike の

モデルコースが掲載されたパンフレット▶

　　　　　　　　　　　　皇子原公園事務所には画家である村上さんの

　　　　　　　　　　　　奥さんが描いた壁画がある▶

村上さんが着任後すぐに作成された E-bike の

モデルコースが掲載されたパンフレット▶

　　　　　　　　　　　　皇子原公園事務所には画家である村上さんの

　　　　　　　　　　　　奥さんが描いた壁画がある▶

　　村上 千隼 さん（上麓区 )　　村上 千隼 さん（上麓区 )

　村上千隼さんは、ヘアドネーション※を行う

ため、生まれてから一度も髪を切らず伸ばし続

けてきました。小学１年生になり、寄附できる

髪の毛の長さが 50cm を超えたため、今回ヘア

ドネーションを実施しました。

　友だちが取り組んでいたことからヘアドネー

ションの事を知り、自分もやってみたいと思う

ようになったそうです。「誰かの役に立てたら嬉

しい。」とカットした髪の毛を握りながら笑顔で

話していました。

　村上千隼さんは、ヘアドネーション※を行う

ため、生まれてから一度も髪を切らず伸ばし続

けてきました。小学１年生になり、寄附できる

髪の毛の長さが 50cm を超えたため、今回ヘア

ドネーションを実施しました。

　友だちが取り組んでいたことからヘアドネー

ションの事を知り、自分もやってみたいと思う

ようになったそうです。「誰かの役に立てたら嬉

しい。」とカットした髪の毛を握りながら笑顔で

話していました。

※ヘアドネーション・・・　　伸ばした自分の髪の毛を寄附することです。寄附した髪の毛はウィッグを必要とす

る子の医療用ウィッグに使われます。寄附できる髪の毛については、いくつかの条件があり、条件を満たしてい

れば、ヘアドネーションを受け付けている団体へ寄附されます。その後、寄附を受けた団体がウィッグを制作し、

病気や事故など様々な事情でウィッグを必要とする子どもたちに贈られます。

facebook

　公式マスコットキャラクター『たかぼー』と『はるちゃん』

が、新たな仲間たちと一緒に、観光、商工業などを中心に

ルンルンと楽しくなるような高原町のスポットや食べ物、

イベントなどを発信しています！

twitter
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